
運 用 指 針

浚渫砂の下層路盤材への有効利用

（日本海沿岸東北自動車道 中条IC～荒川胎内IC）

第２条①－ロ 現場特有の状況に対応するための創意工夫

会社の経営努力による費用の縮減内容について 資料ー１
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P1

下層路盤材の当初計画 経営努力による変更

・本区間は盛土構造が主体で、現場外部からの

客土（浚渫砂（しゅんせつさ）も含む）により土工

施工

・舗装の一部である下層路盤材料は土工より品

質基準が厳しく、浚渫砂及び現場発生土を利用

することは困難

購入砕石（最大粒径40mm）
＋

セメント安定処理として計画

浚渫砂を下層路盤材として使用
することによる材料費の縮減

・浚渫砂単体では、下層路盤材料としては

望ましい粒度範囲を満足しないため、購入

砕石（最大粒径40mm）と混合して使用し、

下層路盤として最適な配合を検討
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当初の舗装構成 変更後の舗装構成

※浚渫砂は無償



日本海沿岸東北自動車道 中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ間の路線概要

・日本海沿岸東北自動車道は、日本海側の縦貫軸として新潟中央ＪＣＴから河辺ＪＣＴ間の全長約２５０ｋｍ
の自動車専用道路

・中条～荒川胎内間（延長約１０ｋｍ）は、平成２１年７月１８日に開通し、国道１１３号と接続。
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日本海沿岸東北自動車道 中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ位置図
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下層路盤材の当初計画

P3

現場において良質な下層路盤材の確保が困難

購入砕石（最大粒径40mm）

＋
セメント安定処理として計画（※）
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（※） 設計要領第一集「舗装編」（抜粋）：アスファルト舗装の路盤は、原
則として、下層路盤にはセメント安定処理工法を用いる。

購入砕石の粒度分布は問題ないが、細粒分に余裕がある

購入砕石の粒度分布を確認

土砂の粒が細かいものから粗いものま
でバランスよく分布するとかみ合わせ
が良くなり、しっかりとした路盤となる。
（破線は品質管理上の基準範囲） 粗い→←細かい



浚渫砂を下層路盤材に採用するに至った経緯
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浚渫砂を下層路盤材に採用することの可否を検討

懸念される課題 浚渫砂単体では、細粒部が多いため下層路盤材料としては望まし

い粒度範囲を満足しない。

中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ間 ９．７㎞

中条ＩＣ
荒川胎内ＩＣ

岩船港浚渫砂

土取場

浚渫砂の状況

●県との事業調整により無償で譲り受けて盛土に使用している浚渫砂（しゅんせつさ：
細粒分主体）に着目

購入砕石（最大粒径40mm）と混合して使用すれば、下層路盤材料としての粒度範囲を満足する可能性あり
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下層路盤材の合成粒度分布は、
３種類とも粒度分布の基準を満足

懸念される課題に対する検討 ①

◆下層路盤材配合割合の決定・材料試験
下層路盤材配合割合と各配合材料の性質を把握するた
め、３種類の配合を試験

［課題］購入砕石と浚渫砂を混合して使用するに当たり、下層路盤として最適な配合とする
○配合試験を実施

配合比率 Ａ Ｂ Ｃ

購入砕石：浚渫砂 ９：１ ８：２ ７：３

◆突き固め試験

○施工・品質管理上の検討

◆強度の確認 ◆六価クロム溶出試験

３配合全て規格値を満足するため、一番材料単価が安価となる

購入砕石：浚渫砂＝７：３のセメント量１．５％の配合
配合割合の決定
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Ａ配合（90:10）浚渫砂

Ｂ配合（80:20）浚渫砂

Ｃ配合（70:30）浚渫砂

Ｃ-40（切込砕石）

浚渫砂



経営努力要件適合性の認定について

浚渫砂を下層路盤材に採用することは 、適正な品質を確保しつつ、現場特有の状況に

対応するための創意工夫である。

運用指針第２条第１項第１号ロに該当

助成金交付における経営努力要件適合性の認定に関する運用指針（抜粋）
第二条 経営努力要件適合性の認定基準
機構は、助成金交付申請をした高速道路会社の主体的かつ積極的な努力による次の各号に掲げる費用の縮減

（適正な品質や管理水準を確保したものに限る。）について、経営努力要件適合性の認定を行うものとする。
①次に揚げるいずれかにより、道路の計画、設計又は施工方法を変更したことによる費用の縮減。
ロ、申請の対象である現場特有の状況に対応するための創意工夫
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浚渫砂を購入砕石と混合し、セメント安定処理路盤として

下層路盤材に採用することによる材料費の縮減

≪申請された会社の経営努力≫


